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献 辞

木原正雄先生は,本年 1月 5日をもって,満63歳の誕生日をお迎えになり,

本年4月1日退官されることになりましたO

先生は処女作 『ソ同盟経済論』にはじまるソ連邦を中心とする社会主義経済

の研究において,この分野における先達者として大きな足跡を残されました｡

とりわけ,その主著 『社会主義経済の理論』は,ソ連邦における社会主義経済

の諸問題についてのす ぐれた研究でありますO

さらにさいきんでは日本の計画経済,とくに経済の軍事化の進行についての

研究もすすめられ大きな成果をあげておられますO

先生の功績はもとよりこれにとどまるものではありませんO教育 ･研究指導

をとおして多 くのす ぐれた研究者を養成され,また社会主義経済学会,社会主

義経営学会,経済政策学会などの諸学会で活躍されてお ります｡ とくに社会経

済学会においてほ創立者の1人として,また幹事 として,重要な役割を果され

ま した ｡

また学内においてほ学部長,評議員として貢献され,学外においては学術会

議会員として,国際学術交流,原子力問題に取組まれ,日ソ協会京都府連理事

長として日ソ友好に尽力されました｡

京都大学経済学会は,先生の多年にわたる学恩に感謝し,『経済論叢』の本
年 1月号を記念号として編集することになりました｡先生のご指導をうけられ

た方々の労作を,ご退官を記念して一冊にまとめ,先生に捧げることができま

したことは,わた くしども一同このうえないよろこびであります｡

先生が,今後 とも,ますますご健康で,学界のため,またひろく国民のため

ご活躍 くださることを心からお祈 りいたします｡

1981年 1月1日

経済学部長 中 村 暫


